
 



 

( アプローチ 1) 図形的理解

g = -5つけ 3 ま (i) A >0
• 変化の割合 は 、

2 点 を結ぶ 直線の傾き
、 傾き が異なる
「 ので 不適 。
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この 先の流れ

i 2点 の傾き = - 5

、 ○変 =-
幽詠

= 弘 = - 5
を 解い て 9を求める。
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( アプローチ2) 方程式的理解 公式 で時短 b

おだ の ④ = y- 5ついろ の④ a ( If ) = -5
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196 一次関玫の 変化の 割合
y ja →
_a は 傾き と 等しい 。/x ÷ → # -5

nr
△ 関数の 問 '是夏なのに

、

図 も なく 解け 2 も いく 。
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幽なさろa 39=-5
イ可也っな かわか らん 、 、 、

。半な ww a -_-事
oenk -0 グラフで理解しよ う b
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(i) -2<9<0 の とき

澤 つに A の とき は の 最大値 が 0 に

、
ならない ので 不適

。 具体的 な情報 で 整理 b泰
もの変域 の 最大値 a に

y (ii) 0 EA E 2 の とき よって よ の最大値 が 変わって

くる 。
-2

。 y = - 2が 水= 0 で はは 最大値 0
1 0( 場合分け は 場面分け 。

を とる ので 適する 。
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' ! 1 (iii) 2 〈 A の ときR1 K = a で はは 最小値 よって

OE AE 2・ fj
、

を とり -8 より 小さくなる const
• (iii) ので 不適 。



 

は
に 1 - 3 < a <0 の とき y の 最小値 が

0 に ならない ので不適 。
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例 雌斑 擷櫲城

ら 愚 o
" y の 最大値 9 は 3 9 +4 に 等しい。

最大値で の立式 。

方程式 の解 A が
39+4=9

は y = っに 正しい か どう か Check!
a→

I The

q !
(iii) 3 〈 A の とき毬 以上より

1 1 9
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= 3 9 +4

( A -4)(9+1)=0 A= f ,
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① A < O (石下がり ) なので

つ( = -3 の とき はは 最大値 -弘 -6

✗ = 2 の とき g は 最小値 2 a -6

方針○ 解く流れ の 組み立て
2 a - 6 E は E - 3 9 - 6

① a < 0 ③ b < 0

② a > 0 (石上がり ) なので

-弘 - 6 E は E 2a - 6 ② 970 ④ b >0

① や ② や
③ b < O ( 上 にFS ) なので ④ ④

( つに -3) 9 b E は E 0 ( x = 0 )
河

の 4 通り を考える 。

④ b 70 ( 下に凸 ) なので

(つに。 ) 0 E は E 9 b ( っに -3 )
→
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① 2 a - 6 E は E - 3 9 - 6 ③ a DE y E 0

② -弘 - 6 E は E 2a - 6 ④ 0 E は E 9 b

方針○ 解く流れ の 組み立て
2 a - 6 = 9 b

① = ③ { -弘 - 6 = o → (a b) = (で )
の a < o ③ D < 0

② 970 ④ b >0
① = ④ { 2

9 - 6 = 0

- 39 - 6 = 9 b
→ ( 9

.
b) = ( 3 ,

- J )
① = ③ ② = ③

② = ③ {
-弘 - 6 = 9 b X @ X @

2 a - 6 = 。
→ ( 9

.
b) = ( 3 ,

- J )
の 4 通り を考える 。

② = ④ { -弘 - 6 = 0
29 - 6 = qb

→ ( a , b ) = ( - 2 , - f )
以上より (a .

b ) = ( - 2, - f ) ( 3 , - j )
-


